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言兄

苑

一
九
コ
一
九
年
の
銀
需
給

徳

h 

7K 

清

ハ
ン
デ
ィ
・
ハ

1
7
v
商
合
(
出

Z
F
国
自
身
hw
同
日
E
E
)
の

銀
市
場
評
論
は
銀
に
闘
す
る
恭
礎
的
整
午
乃
至
資
料
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
り
、
モ
れ
は
恒
例
と
友
っ
て
毎
年
後
表
さ
れ
て
居

る
と
と
は
周
知
の
湿
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
木
年
に
入
り
て
の
愛

と銀表
と需自p
に給ち
しと耳又
tc.j)己 扱
。れは

がれ
見 た
透内
し容
t己』土
イコ ーー

い 九
ー亡 ニ二
、JL

李主
りと

軒 主
11'る
を 古 ミ

試
む そ
る 白

銀

需

車台

o 

一
九
一
-
一
九
年
の
世
界
銀
生
産
額
は
前
年
度
と
獲
化
友
く
、
ハ

ン
デ
イ
・
ハ

1

7
ン
商
曾
は
一
一
億
六
千
六
百
高
オ
ン
ス
と
推
定

し
て
居
る
。
而
し
て
そ
の
主
要
生
庵
地
別
数
字
は
次
表
白
如
く

で
あ
っ
て
、
前
年
度
目
夫
々
に
比
し
て
も
大
差
は
な
い
。
併
し

一
九
三
九
年
の
担
需
給

乍
ら
共
他
の
供
給
事
情
を
探
っ
て
見
る
時
は
一
九
三
九
年
度
は

前
年
度
に
比
し
約
二
億
オ
ン
ス
と
い
ふ
激
減
を
呈
し
で
居
る
。

と
れ
が
原
因
の
第
一
次
的
の
も
の
は
支
那
上
り
の
流
出
額
の
激

三減
九で
年あ
のつ
支て
芳日
よノ、
り ン
のデ

供イ
給 ・
主主ノ、
L土 l
六マ
千ン
寓 D
ォ・推
ン定
ス忙

でよ
あれ
るr.r
。ー
而九

し
て
己
れ
が
内
議
は
支
那
よ
り
の
輪
山
川
額
左
り
と
E
式
に
報
ぜ

ら
れ
る
百
五
十
高
オ
ン
ス
、
同
年
十
月
迄
に
岡
民
政
府
に
上
る

岡
敬
額
た
る
一
千
五
十
寓
オ
ン
ス
、
香
港
北
に
倫
敦
上
り
の
積

出
左
る
も
結
局
支
那
よ
り
の
流
同
に
か
か
る
銀
塊
並
に
銀
貸
白

一
千
二
百
五
十
寓
オ
ン
ス
砂
一
計
上
し
売
も
の
で
あ
り
、
併
せ
て

日
本
白
銀
生
産
額
中
よ
り
輸
出
さ
れ
た
る
一
千
五
百
五
十
高
オ

ン
ス
を
も
包
括
し
て
居
る
。
悶
み
に
円
本
よ
り
の
輸
出
額
中
白

或
部
分
は
流
通
上
よ
り
間
取
さ
れ
た
五
十
銭
銀
貨
の
鵠
解
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
謂
ふ
。

同
年
は
香
港
に
於
け
る
鋳
貨
廃
止
に
よ
る
銀
の
供
給
が
三
百

高
オ
ン
ス
と
推
定
さ
れ
て
居
る
が
、
と
れ
は
香
港
に
於
て
は
銀

貨
は
廃
位
さ
れ
て
法
貨
で
は
友
〈
た
り
、
銀
補
助
貨
は
同
牧
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
前
者
は
祇
幣
を
以
一
て
、
後
者
は
ニ
ツ
ケ

樺
五
十
巻

五

第
四
披
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ないか ら 、 と と で は Financeand Commerce， Shanghai， Feburary 14， 194。に
掲載されたる messrs.Handy & Harman's Statistic~ によることに Lた。

I) 



一
九
三
九
年
四
組
需
給

ル
貨
を
以
て
代
替
さ
れ
る
己
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
の
印
度
政
府
買
却
銀
に
つ
い
て
は
正
確
友
る
事

寅
を
獲
み
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
と
し
て
ハ
ン
デ
ィ
.
ハ

1
7

ン
は
若
干
の
棒
踏
を
留
保
し
、
六
千
五
百
寓
オ
ン
ス
と
算
出
し

て
居
る
が
、
内
四
千
八
百
寓
オ
ン
ス
は
孟
買
渡
、
残
徐
が
輸
出

額
と
た
っ
て
居
る
。

供
給
側
に
於
て
は
共
他
は
た
だ
西
班
芳
あ
る
の
み
で
あ
り
、

己
れ
は
同
圏
構
貨
康
止
に
基
く
も
の
で
あ
る
が
、

一
九
三
一
八
年

よ
り
も
数
字
は
徐
程
小
さ
く
な
っ
て
一
干
高
オ
ン
ス
が
掲
げ
ら

れ
で
あ
る
。
尚
己
れ
に
つ
い
て
は
右
全
額
は
倫
敦
市
場
で
寅
却

さ
れ
て
居
る
が
、
大
部
分
の
精
錬
は
巴
里
で
行
は
れ
た
と
報
じ

て
居
る
。

か
く
し
て
生
産
以
外
白
銀
供
給
額
は
計
一
億
三
千
七
百
寓
オ

一
鹿
昨
年
度
白
計
上
が
紬
括
さ
れ
て
、
供
給
金

ン
ス
で
あ
り
、

額
は
四
億
三
百
高
オ
ン
λ

と
な
る
。

世

給

(
皐
位
百
高
オ
ン
ス
)

界

銀

保

畠

麿

一
九
三
九
年

一一六六、

一
九
三
八
年

二
六
六
、

第
五
十
巻

米

国

盤

帯

加

陀

南

米
其

他

諸

閣

生
産
外
供
給

支

那

香

港

印

度

政

府

轟

闘

寄

政

府

西

斑

牙

タ

イ

酷

府

V
ミ
一
一
方
政
府

調

題

政

府
奈西

計

五

回

第
四
競

一

五
七
、

八
一
、

二
回
、
七

三
四
、
七

六
人
、
六

一
三
七
、

六
O
、

一一、
六
五
、

五
八
、
凡

八
四
、

二
=
一
、
八

三
二
、
四

六
七
、

=二一一回、

一
一
三
回
、
=
一

一一、一一一

一一一五、

四

O
、

一一一一、。、=一
o、一

穴
O
O
、

O 、

四
O
三、

銀

需

要

の

銀
の
需
要
に
つ
い
て
は
米
国
財
務
省
の
買
上
が
主
要
因
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
一
丸
コ
一
九
年
の
買
上
は
三
億
四
千
一
百
四
十

寓
オ
ン
ス
で
あ
る
。
京
白
中
六
千
六
十
寓
オ
ン
ス
は
園
内
産
銀

買
上
で
あ
り
、
時
間
額
が
二
億
八
千
八
十
寓
オ
Y

ス
で
あ
る
が
、



そ
れ
は
銀
協
定
に
基
き
及
び
一
般
市
揚
よ
り
D
外
岡
銀
購
入
並

に
僅
少
で
は
あ
る
が
鎖
山
及
び
精
錬
所
に
於
け
る
雑
貯
蔵
よ
り

五
百
寓
オ
ン
ス
が
加
算
さ
れ
て
あ
る
。
と
の
一
九
三
九
年
買
上

額
三
億
四
千
一
百
四
十
寓
オ
ン
ス
を
同
年
初
白
保
有
額
た
る
二

十
五
億
八
千
八
百
六
十
寓
オ
ン
ス
に
加
へ
る
時
は
二
十
九
億

千
寓
オ
ン
ス
正
一
な
る
D
で
あ
る
が
、
と
れ
が
一
丸
三
九
年
十
二

月
末
現
在
の
流
通
銀
貨
も
包
括
し
た
る
米
国
財
務
省
の
銀
保
布

推
定
額
と
た
る
の
で
あ
る
。
こ
の
昨
年
末
数
字
は
、

九

四

年
白
米
園
銀
買
上
訟

の
要
求
に

(
F
O
E
-
4
2
吋

E
n
V
E
O
〉
の
乙

照
す
に
、
金
銀
保
有
償
格
の
四
分
の
一
を
銀
た
ら
し
む
る
己
と

卸
ち
金
三
に
針
し
て
銀
一
白
保
有
割
合
の
要
求
を
達
す
る
に
は

未
だ
将
来
に
侠
つ
べ
き
も
の
多
き
も
の
が
あ
る
。
銀
賞
上
法
設

動
後
五
箇
年
半
を
経
過
し
銀
の
買
上
額
二
十
二
億
オ
ン
ス
を
超

え
た
る
も
、
同
法
の
目
標
賞
現
の
た
め
に
購
入
す
べ
き
銀
は
同

法
が
一
九
三
四
年
六
月
制
定
さ
れ
し
官
時
に
於
け
る
よ
り
も
史

に
一
一
億
九
千
一
百
寓
オ
ン
ス
を
要
す
る
己
と
に
在
っ
て
居
る
の

で
あ
る
。

鎗
貨
用
途
に
於
て
需
要
さ
れ
た
る
所
は
一
九
三
九
年
は
比
較

一
九
=
一
九
年
目
躍
需
給

的
少
量
で
あ
っ
て
、
八
百
九
十
寓
オ
ン
ス
で
あ
る
。
米
園
は
キ

ユ
ー
パ
に
針
し
て
三
百
十
寓
オ
ン
ス
を
ず
ミ
ニ
カ
に
封
し
て
十

高
才
ン
ス
を
鵠
浩
し
て
居
り
、
回
世
西
寄
銀
行
は
同
園
政
府
に
針

し
て
一
首
高
オ
ン
ス
徐
を
入
手
し
て
居
る
。
而
し
て
倫
敦
上
り

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
向
一
百
五
十
寓
オ
ン
ス
、
瑞
西
向
一
百
五
十
高

オ
ン
ス
、
決
牙
利
向
一
百
二
十
寓
オ
ン
ス
、
瑞
典
向
五
十
高
オ

ン
ス
は
仰
れ
も
銭
貨
目
的
の
も
白
と
見
ら
れ
て
屑
る
。

印
度
の
需
要
に
つ
い
て
は
ハ
ン
デ
ィ
.
ハ

1

7

y
は
印
度
消

費
E
二
千
六
百
寓
オ
ン
ス
と
推
定
し
て
居
る
が
、
前
蓮
の
如

く
印
皮
政
府
の
圏
内
寅
却
が
四
千
八
百
高
オ
ン
ス
で
あ
り
、
印

度
の
輸
入
二
千
五
百
寓
オ
ン
ス
宇
一
加
算
す
る
時
右
の
二
千
六
百

高
オ
ン
ス
在
る
数
字
は
少
き
に
失
せ
ざ
る
や
の
感
を
招
〈
か
も

知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
は
次
の
知
〈
説
明
を
補
足
し
左
け
れ
ば

左
ら
な
い
。
同
年
末
孟
買
の
銀
塊
問
屋
た
る
、
バ
ザ

1
(回
目
白
旦

の
手
許
に
五
千
寓
オ
ン
ス
の
銀
が
あ
り
、
奥
地
忙
吸
収
さ
れ
て

居
な
い
の
で
あ
っ
て
、
と
の
銀
塊
は
仲
買
人
た
る
ス
ベ
キ
ー
レ

ー
タ

l
(
v官
o
c
E
Z
)
に
よ
る
農
産
品
高
に
長
一
く
奥
地
需
要
増
大

見
越
の
蒐
砲
で
あ
っ
た
。
従
つ
で
と
れ
が
措
置
或
は
改
良
の
行

第
五
十
巻

五

五

第
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一
九
一
一
一
九
年
四
組
需
給

は
れ
ざ
る
に
於
て
は
市
場
へ
の
影
響
を
驚
ず
で
あ
ら
う
。

吹
に
銀
の
工
業
用
途
に
つ
い
て
は
一
九
三
九
年
は
米
聞
及
び

加
奈
陀
に
於
て
は
=
一
千
四
百
寓
オ
ン
ス
が
工
墾
並
に
工
業
に
需

要
さ
れ
、
そ
の
前
年
に
比
し
約
二
割
五
分
の
増
加
と
左
っ
て
居

る
。
英
闘
は
工
襲
、
工
業
用
途
に
つ
い
て
一
千
五
百
寓
オ
ン
λ

を
消
費
し
た
と
報
じ
て
居
る
が
狽
逸
に
つ
い
て
は
何
た
る
情
報

宇
一
得
て
居
な
い
と
断
っ
て
、
己
の
項
目
に
閲
す
る
消
費
を
一
括

の
で
あ
る
。

じ
一
千
六
百
寓
オ
ン
ス
ム
」
ハ
ン
デ
ィ
・
ハ

1
7
ン
は
推
定
し
た

世

界

白

銀

消

費

(
翠
性
胃
寓
オ
ン
ス
)

一
九
三
九
年

=
一
四
一
、
四

六
O
、
六

二
八

O
、
八

八
、
九

=一、一。、一一、五

米
岡
政
府
買
上

圏
内
生
産
買
上

一
般
市
場
買
上

貨
Z

I

パ

西

吾一
-
カ

錯

ド墨キポ

ー

ラ

シ

ド

一
九
三
凡
年

四
一
七
、

大
一
、
六

三
百
五
、
四

二
五
、
五

七
、
七

一o、五
o、一一一

第
五
十
巻

瑞

西

洪

利
瑞

典

紅

海

地

直

土

耳

其

印

度

消

費

工

護

及

工

業

米
岡
及
加
奈
陀

英

国
調

認
牙

音「

五
二
六

第
回
読

四

一
、
五

一、一一
o、
五

一一六、
六
五
、

=一回、
一五、

一六、

四
回
-
、

一一一、
一回、

五一一一、凡

二
七
、
五

一一一、
一
回
、
=
一

E
-
o、=一

展

望

以
上
の
統
計
槻
察
に
依
れ
ば
、
生
産
に
於
け
る
荒
干
額
の
減

退
、
或
は
米
国
財
務
省
民
上
よ
り
離
れ
て
別
個
に
消
費
増
大
が
・

生
十
る
に
非
ざ
れ
ば
、
然
も
そ
の
何
れ
も
起
る
と
は
見
受
け
ら

れ
左
い
の
で
あ
る
か
ら
、
銀
の
現
行
債
格
水
準
は
米
園
財
務
省

白
川
島
上
持
績
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
D
で
あ
る
。
而
し
て
園
内

生
産
銀
は
一
九
三
九
年
七
月
六
日
目
新
法
令
に
よ
り
て
そ
の
量

を
聞
は
や
米
園
財
務
省

ιよ
り
買
上
げ
ら
れ
る
か
ら
こ
と
に
云



ふ
所
白
要
素
と
し
て
取
上
ぐ
る
と
と
は
い
ら
ね
の
で
あ
る
が
外

園
生
涯
一
銀
に
つ
い
て
は
如
何
な
る
賞
欣
に
あ
る
が
。
米
圏
外
D

外
園
生
産
銀
は
温
去
十
年
間
の
年
平
均
は
一
億
七
千
五
百
寓
オ

ン
ス
徐
で
あ
り
、
印
度
目
同
期
間
年
平
均
の
消
費
額
は
四
千
高

才
ン
ス
弱
、
エ
議
及
工
業
用
詮
の
最
高
銀
は
六
千
寓
オ
ン
ス
で

あ
る
。
買
手
と
し
て
の
玄
郊
の
返
揚
、
並
に
銀
貨
昌
明
治
大
神
科
退

は
、
銀
の
退
位
或
は
政
府
準
備
よ
り
返
却
す
る
銀
の
増
量
を
考

慮
忙
容
れ
や
と
し
て
も
、
銀
の
需
給
機
構
を
し
て
生
産
の
側
面

に
徐
程
重
力

E
加
え
た
わ
け
で
あ
る
。

米
岡
財
務
省
が
外
岡
銀
の
超
過
供
給
吸
牧
を
継
続
す
る
か
否

か
は
米
岡
議
曾
の
決
定
に
か
か
る
事
柄
で
あ
り
、
銀
に
つ
い
て

は
全
欧
洲
の
戦
争
事
情
よ
り
も
米
閣
議
曾
の
銀
買
上
問
題
に
か

か
る
論
争
が
大
在
る
反
響
を
有
す
る
と
栴
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ

る
。
さ
れ
ば
銀
山
貝
上
法
廃
止
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す
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す
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。
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右
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騰
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い
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う
。
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以
上
の
如
く
一
九
三
九
年
の
需
給

を
述
べ
向
後
の
趨
勢
を
語
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
咋
年
度
の
要

旨
を
抽
附
す
れ
ば
、
昨
年
度
に
於
け
る
欧
洲
戦
争
の
勃
護
は
銀

の
需
給
に
つ
い
て
資
料
の
確
賓
性
を
妨
ぐ
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
銀
の
債
格
維
持
如
何
は
戟
争
事
情
よ
り
も
、
米
国
財
務
省

の
銀
買
上
を
左
右
す
る
米
岡
議
曾

ω殻
言
に
か
か
る
も
の
が
多

い
の
で
あ
る
ロ
向
昨
年
度
に
於
て
は
米
岡
財
務
省
の
外
凶
産
銀

買
上
値
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六
月
二
十
六
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ま
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ン
ス
凹
=
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ン
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で
る

り
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二
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七
日
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ら
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四

0
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ン
ト
に
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下
げ
ら
れ
た
と
と
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昨
年
十
月
下
旬
に
寅
施
さ
れ
た
る
英
図
及
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印
度
政
府
の
銀
塊

輸
入
許
可
制
自
粛
し
た
る
世
界
市
揚
の
引
離
し
が
銀
問
題
に
つ

い
て
は
特
に
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意
を
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す
る
の
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あ
る
。
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友
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務
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於
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時
町
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四
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億
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必
要
あ
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者
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経
験
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右
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扱
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方
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於
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も
明
ら
か
友
一
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制
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日

る
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支
那
の
占
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た
る
地
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が
弱
い
も
の
と
は
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っ
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来
て
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れ
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た
る
銀
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離
れ
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る
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